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条 幅 規 定 参 考 手 本　　― 4 月末日 締切 ―
 

〈 

隷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

清　

原　

大　

龍　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
茶
烟
不
共
晨
炊
斷　

梅
雨
能
令
午
夢
涼
」

□
雨
過
ぎ
春
城
花
気
細
に
、
風
清
く
亭
館
楽
聲
幽
な
り
。（
梁
清
寛
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 4 月末日 締切 ―

山　

本　

飛　

雲　

先
生
書

　

雨
の
春
の
頃
の
市
街
を
過
ぎ
て
花
気
は
濃
厚
に
、
風
は
亭
館
に
清
く
吹
く
音
楽
の
声
が
か
す
か
に
聞
え
る
。



3

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 4 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

吉　

田　

成　

美　
先
生
臨

□ 

者は

る
こ
と
に　

こ
ヽ
ろ
を
志し

む
る　

者は

な
の
盈え

二に　

多た

可か

な
本ほ

佐さ

り
の　

そ
て
可か

婦ふ

れ
つ
る　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
四
九　

大
弐
三
位
≫

　

  

春
こ
と
に　

心
を
し
む
る　

花
の
枝
に　

誰
か
な
ほ
さ
り
の　

袖
か
觸
れ
つ
る

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
喪
乱
帖 

羲
之
頓
首
喪
亂
之
極
先
墓
再
離
荼
毒
追
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
横・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

石
川
啄
木
の
歌　
　

遠
方
の　

窓
の
硝が
ら
す子

の　

眼
の
ご
と
く　

日
を
射
か
へ
し
て　

輝
く
が
見
ゆ

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

井之上　南　岳 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

海　

へ　
　
　
　

金
子
み
す
ヾ
の
詩

　

祖ぢ

父い

さ
も
海
へ　

父と
と

さ
も
海
へ

　

兄あ
に

さ
も
海
へ　

み
ん
な
み
ん
な
海
へ

 

　

童
謡
詩
人
金
子
み
す
ヾ
は
、海
辺
の
町（
山

口
県
仙
崎
）
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
。
彼
女

に
と
っ
て
、「
海
」と
は
、果
た
し
て
何
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
風
光
四し

り
ん隣

に
動
く
。（
盧
照
隣
）

　

風
と
日
の
光
（
清
く
美
し
い
自
然
の
景
色
）
が
、
あ
た
り
を
動
か
し
て
い
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
緑
水
滿
寒
潭
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
風
光
四し

り
ん隣

に
動
く
。（
盧
照
隣
）

　

風
と
日
の
光
（
清
く
美
し
い
自
然
の
景
色
）
が
、
あ
た
り
を
動
か
し
て
い
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
緑
水
滿
寒
潭
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

坂　元　紫　香  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

□ 

守　

樸　
　

樸
を
守
る
。
（
抱
朴
子
）

天
真
ま
た
は
、
本
来
の
ま
ま
の
方
針
を
守
り
保
つ
。
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

有
名
な
出
だ
し
。
筆
力
を
懸
け
、
重
厚
さ
を
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

「
羲
之
頓
首
」

▽
喪
乱
帖

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

者は

る
こ
と
耳に　

こ
ヽ
ろ
を
し
む
る　

者は

難な

の
盈え

二に　

多た

か
な
本ほ

さ
り
農の　

そ
て
か
ふ
り
つ
る

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

春
こ
と
に　

心
を
し
む
る　

花
の
枝
に　

誰
か
な
ほ
さ
り
の　

袖
か
觸
れ
つ
る
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

伊良子　喜　代  先 生 書

≪
手
紙
文
≫　
こ
の
度
は
心
の
こ
も
っ
た
就
職
祝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　

叔
母
さ
ま
に
い
た
ヾ
い
た
時
計
を
つ
け
る
と
学
生
気
分
が
抜
け
て
身

が
引
き
締
ま
る
気
持
に
な
り
ま
す　

こ
れ
か
ら
は
一
人
前
の
社
会
人
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す　
　

京
子
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

小　畠　秋　聲  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 4 月末日 締切 ―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

小　畠　秋　聲  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

坂　

元　

紫　

香  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 4 月末日 締切 ―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 4 月末日 締切 ―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 4 月末日 締切 ―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
く　
　

さ
」

□
か
ら
だ
全ぜ
ん

体た
い

を
つ
か
っ
て
、
伸の

び
や
か
に
、
元げ
ん

気き

よ
く
書か

き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
〝
ハ
ネ
〟〝
ト
メ
〟〝
ハ
ラ
イ
〟
の
筆
づ
か
い
の
ち
が
い
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
み
ど
り
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「　

貝　

」

□
各
線
の
始
筆
・
終
筆
に
気
を
込
め
て
力
強
く
存
在
感
の
あ
る
元
気
な
作
品
に
し
よ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
布
置
と
筆
順
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
ゆ
と
り
の
あ
る
筆
で
、
大
き
く
の
び
の
び
と
書
こ
う
。

次
号
予
告
「　

池　

」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 4 月末日 締切 ―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
近　
　

い
」

□
平
仮
名
と
漢
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
、「
草
」
の
最
終
画
を
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
三
つ
の
部
分
の
高
さ
や
、
た
て
画
の
長
さ
に
気
を
つ
け
て
。
中
心
の
た
て
画
を
し
っ
か
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
号
予
告
「
緑　
　

水
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
若　
　

葉
」

□
字
形
を
縦
長
に
と
り
、
扁
と
旁
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
な
が
ら
、
明
る
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
行
書
の
特
徴
で
あ
る
点
画
の
連
続
や
省
略
を
意
識
し
、
強
さ
と
明
る
さ
を
表
現
し
よ
う
。

次
号
予
告
「
青　
　

雲
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
4

月
末

日
締

切
―

とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

とめる

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
4

月
末

日
締

切
―

はねる とめる

（ゆき）

すこしあける
はねる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

立ててよこせんにつける

上のよこかくより少し長い

はねる
（ひら）

上にはねる

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
4

月
末

日
締

切
―

（しん）

ななめにうつとめるはねる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

とめるはらうはねる上にはねるはらうはねる

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　

―
4

月
末

日
締

切
―

はねるはねるとめる 立てて

よこせんにつける

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

つきでるはねるつき出る

中学




